
令和６年（2024年）８月 21日 

 

コンプライアンス確保のための取組 
 

桜川市立桃山学園校長 
 

 本校では、以下のような対策を基に、教職員の服務規律の徹底を図ります。 
 

１ 「かぜ通しのよい職場」の構築 

 ・温かな人間関係に基づく「報告、連絡、相談、確認、記録」ができる組織づくり 

・一人一人に寄り添った指導助言を行える管理職の責務 

・同僚⇔学年主任⇔ブロック主任⇔教務部⇔管理職のラインケア 
 

２ 「たいせつなこを守るために」に基づく、コンプライアンス・セルフチェックシートの活用 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ コンプライアンス研修年間計画 

No. 期 日 曜 内      容 対 象 担 当 

１ ４月１日 月 
・服務規律の確保について 全職員 副校長 

２ ４月 10 日 水 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

３ ４月 25 日 木 
・コンプライアンスセルフチェック 

・体罰の防止に向けて 

教職員 副校長 

４ ５月１日 水 
・「令和６年度桃山学園ヒヤリハット集」

の作成 

教職員 副校長 

５ ５月 10 日 金 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

【たいせつなこを守るために】 【セルフチェックシート】 



６ ５月 20 日 月 
・コンプライアンスセルフチェック 

・交通法規の遵守に向けて 

教職員 後期ブロック 

７ ６月７日 金 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

８ ６月 17 日 月 
・コンプライアンスセルフチェック 

・セクシャルハラスメント撲滅に向けて 

教職員 接続期ブロック 

９ ７月５日 金 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

10 ７月 12 日 金 
・学校運営協議委員会 学校運営協議会委員 教頭 

11 ７月 16 日 火 

・コンプライアンスセルフチェック 

・金銭事故の撲滅に向けて 

教職員 前期ブロック 

12 ８月 21 日 水 

・コンプライアンスセルフチェック 

・「桃山学園ヒヤリハット集」による事例

研修 

教職員 副校長 

13 ９月２日 月 ・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

14 ９月 17 日 火 
・コンプライアンスセルフチェック 

・適切な保護者、地域対応について 

教職員 後期ブロック 

15 10 月４日 金 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

16 10 月 21 日 月 
・コンプライアンスセルフチェック 

・個人情報漏洩防止に向けて 

教職員 接続期ブロック 

17 10 月 31 日 木 
・学校運営協議委員会 学校運営協議会委員 教頭 

18 11 月１日 金 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

19 11 月 18 日 月 
・コンプライアンスセルフチェック 

・著作権侵害事故防止に向けて 

教職員 教頭 

20 12 月２日 月 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

21 12 月 16 日 月 
・コンプライアンスセルフチェック 

・性的マイノリティーについて 

教職員 人権主任 

22 １月 10 日 金 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

23 １月 20 日 月 
・コンプライアンスセルフチェック 

・パワーハラスメント撲滅に向けて 

教職員 前期ブロック 

24 ２月３日 月 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

25 ２月 17 日 月 
・コンプライアンスセルフチェック 

・不適切な労働環境について 

教職員 教務部 

26 ２月 18 日 火 
・学校運営協議委員会 学校運営協議会委員 教頭 



27 ３月３日 月 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

28 ３月 21 日 金 
・会計年度任用職員研修 会計年度任用職員 副校長 

29 ３月 25 日 火 
・コンプライアンスセルフチェック 

・信用失墜行為の撲滅に向けて 

教職員 教頭 

 

４ 「One IBARAKI」（茨城県教育委員会）を基にした事例研修 
 

５ 安全・安心な学校の環境整備のための取組 

 ＜環境面＞ 

 ・学校備品の整理整頓 

 ・不必要な段ボール等の撤去 

 ＜安全点検・見回り＞ 

 ・複数教員でのトイレ・更衣室の定期的な見回り（盗撮防止の視点をもって） 

 ・担当者を変更しながらの安全点検 

 ＜教職員＞ 

 ・個人のスマートフォンによる児童生徒撮影を禁止 

 ・同僚の違和感に気付ける職員集団の構築 

 ・コンプライアンス研修による教職員のモラル向上 

 ・部活動指導方針に基づく部活動の経営 

 ・人権意識が高まる言語環境 


